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Abstract:     This review consists of three topics.  One of them is an automatic tracking system for suffering 
aged using PHS network as basic technology.  The other one is an automatic identification system for 
individuals in hospital using UHF band RFID.  And another one is an automatic counting system for surgical 
equipments using UHF band RFID.  A possibility of new tracking system for the aged is analyzed by 
simulation of signal intensity distribution and its experiments.  Personal Handy-phone System (PHS) was 
applied as an information-network to track the aged.  In this proposed system, if the relay station detects a 
signal from a marker, the aged can be tracked during strolling.  Infusion pump and syringe pumps are 
managed by the hospital’s Medical Engineering (ME) center and must be maintained periodically to guarantee 
the reliability and safety of the equipment.  However, in the busy environment of hospitals, some of these 
pumps can get misplaced or lost.  As a means of monitoring the location of this equipment, the authors 
devised a UHF band passive RFID tag system.  From the results of the experiments, the locations of the 
RFID tagged pumps and patients were identified accurately and easily within the tested areas of the hospital.  
Vestigial remnant of surgical instruments in the body is a serious problem.  Two dimensional symbol is being 
used to help managing this problem.  However, the symbols have to be identified one at a time, since the 
symbols are a sort of printed matter.  To improve the deficiencies of this system, a UHF band passive RFID 
system was developed.  From experimental results, 50 surgical instruments were identified in less than one 
second with this new RFID system.  This new system will undoubtedly reduce the workload of surgical 
nurses, while reducing human error in the operating room. 
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れについては、JIS T1001 規格群（1983 年当時：













































































では、技術基盤として PHS を応用するが、マ－カの 
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図 3 歩行時補充電の原理 
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図 4 信号到達範囲のシミョレ－ション結果 
 
























































      (a). 鵠沼海岸地区での定位可能範囲       (b). 浜竹地区での定位可能範囲 
図 5 フィ－ルド実験結果 
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茅ヶ崎市浜竹地区とした。図 5 に、実験結果を示す。 
2.5 考察 
図 5 に示したフィ－ルド実験結果から、PHS を技
術基盤とする徘徊老人定位の有効性が認められた。
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ても良い。同病院では 2004 年より全病院単位で、医
療環境内の個体認証に RFID タグを利用している。 









グの応用を推奨している。UHF 帯 RFID タグは、信
号の送・受信系を適切に設計すれば、電磁的な安全
性を担保しながら、 大で 30m 離れていても内部の








認できる。このように優れた性能の UHF 帯 RFID タ
グを院内のヒト・モノ認証に応用すれば、対象の合
理的な確認が高速で実現できる。 










































(b). アンテナ：Wireless Edge，MT262030，9dB 







直接 RFID タグを貼付した。 
札幌医科大学附属病院で実施したフィ－ルド実験で
は、院内の要所に UHF 帯 RFID のリ－ダアンテナを
設置して、その直下を通過するタグを検知した。実
験に用いたリ－ダとアンテナを図 6 に示す。リ－ダ
は impinj 社の speedway を用いた。日本国向けのバ
－ジョンは、我が国の電波法に準拠して 大 1W ま
での信号を発することができる。アンテナには、
Wireless Edge 社の MT262030（300mm×300mm）
で利得 9dB のアンテナを用いた。それぞれ中心周波
数は 920MHz である。また、偏波方式は円偏波であ











図 7 アンテナ設置状況(a) 
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 (a). シリンジポンプ   (b). 輸液ポンプ 





























































双方向で確認した。試行回数は 10 回とした。 
3.3 病棟実験結果 





リストバンドタグの認証結果を表 2 に示す。こち 
 




Identification Ratio[%] / Reader Power 
1.0W 0.5W 0.25W 0.125W 
A 100 100 100 10 
B 100 100 100 40 
C 100 100 100 100 
D 100 100 100 70 





Identification Ratio[%] / Reader Power 
1.0W 0.5W 0.25W 0.125W 
a 100 100 100 100 
b 100 100 100 100 
c 100 100 100 80 
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表 2 リストバンド通過認証結果 
 
Direction 
Identification Ratio[%] / Reader Power 
1.0W 0.5W 0.25W 
Enter 100 100 60 












小型 ME 機器であった。しかし院内には、SPD と呼
ばれる、絆創膏やクリップなどの医療小物が非常に















































現できることが分かった。HF 帯 RFID はすでに多く
普及しているが、そのコストは 200 円程度で安定し
ている。本研究に用いた UPM 社（後の
SMARTRACK 社）の 920MHz 汎用タグは 25 円であ






数十 cm から数 m に及ぶ距離でタグを認証したが、
旧式の HF 帯 RFID で安全にこれを行うことはでき
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ここでは、図 12 に示すように桐材で認証用 BOX
を作製し、その底面と天井面に弱電界アンテナを 2
















































図 14 試作認証 BOX 上面で観測された電界値 
 
ら 35mm に設定した。また、両面に設置したそれぞ






いた。リ－ダには Impinj 社の Speedway を用いた。
このリ－ダから 4 枚の弱電界アンテナに 0.2 秒間隔
で順次給電した。出力は 1W である。この弱電界ア
ンテナに給電した際に試作認証 BOX の上面で観測
された電界値を図 14 に示す。同図には、前述の JIS 








図 11 から、この認証 BOX はシ－ルドされていない
ことが分かる。すなわち、この安全な電界値は、弱
電界アンテナに依存している。 
4.2.2 手術器械用 UHF 帯 RFID タグ 
本研究で手術器械へ装着したタグを図 15 に示す。
これは村田製作所製で、大きさは 2mm×3mm×
5mm で重量は 0.5g である。動作周波数帯域は 850
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図 15 実験に用いた 








































た 50 個の手術器械が、1 秒程度で確実に全数認証さ






























図 17 認証実験結果 
 























の手術器械ならば 1 秒から 2 秒で完了した。このよ
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徘徊老人定位システムが 1999 年頃（実験は 1995 年
から 1998 年に実施）、病院内でのヒト・モノ個体認
証システムが 2015 年頃（実験は 2008 年から 2015
年に実施）、手術器械多数個一括認証システムは 2018
年頃（実験は 2015 年から 2018 年）にまとめた。こ
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